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入力インピーダンス（z in）は、z s = z k / 4, z p = 
2 R 2 / z k （完全整合条件）のとき、z in = R と
なり、周波数によらず一定の入力インピーダ
ンスが実現できる。 
すなわち、z k をインダクタンス L のキッ
カー電磁石、R を終端抵抗とすると、静電容
量が L  / (2 R 2) のコンデンサーを z p とし、
















電磁石と同程度のインダクタンス L = 1.4H
を持つフェライト電磁石コア（口径 140 mm 
(W)×55 mm (H)、長さ 400 mm）を利用し、
これにセラミックコンデンサ（1.67 nF）と空
芯インダクタ（0.36 H）および終端抵抗 
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